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研究成果の概要（和文）：本研究では，幼児期におけるひらがな書字習得の認知的要因について明らかにするとともに
,基礎研究としてひらがなや漢字の書字に関与する脳機能についてもあわせて検討した。その結果，ひらがな書字には
線引き技能，模写技能，空間認知能力など，複数の認知要因が関与していることが明らかとなった。これらの知見をも
とに，ひらがな書字のアセスメントツールを開発するとともに，学齢初期の子どもに対する支援のための教材開発を行
った。

研究成果の概要（英文）：We examined cognitive factors related with writing of hiragana characters for 
clarifying the handwriting readiness in Japanese young children. Also, we examined cerebral activities 
related with handwriting of hiragana and/or Chinese characters. As results, it was suggested that several 
cognitive factors, i.e., tracing skill, copying skill, and spatial cognition and so on, play an important 
role in writing hiragana characters. Based on these findings, we developed the assessment tool on 
handwriting readiness for young children. And the educational materials for writing hiragana characters 
were also developed.

研究分野： 発達認知神経科学
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１．研究開始当初の背景 
障害がある子どもへの早期発見・早期療育

は，これまで多くの側面で成果を挙げてきた。
近年では，通常の学級に在籍する発達障害児
への早期発見および早期療育が注目されて
きた。そのような中で，平成 19 年度から文
部科学省による「発達障害早期総合支援モデ
ル事業」として，幼児期から障害の早期発
見・早期支援に向けた取り組みが実施されて
きた。そこで，本研究で注目したのは学習障
害，とりわけ書字障害児に対する早期発見お
よび早期療育であった。 
研究開始当初，学習障害児においては学齢

期に学習の遅れを発見するチェックリスト
が存在したものの（宇野ら，2006），研究が
進展しているとは言いがたい現状であった。
そこで，本研究では学習障害の中でも主に書
字障害を中心として早期発見と学齢期に向
けたスムースな移行が図れる仕組みを考案
しようと考えた。その理由として，読み障害
があれば必ず書字障害を併発することから，
書字障害を扱うことで読み障害も一定程度
カバーできると考えたからである。さらに，
読み障害に関しては単語の順唱・逆唱，単語
速読検査，音韻操作課題等の読み障害の主原
因と想定されている音韻障害説に基づく検
査法の研究が進展しているのに対して（例え
ば，橋本ら，2008），書字障害に関してはフ
ロスティッグ視知覚発達検査と書字能力と
の関連を報告した三塚（1994）の研究以降，
体系的な研究が進展してこなかったことも
その理由である。 
 
２．研究の目的 
本来，ひらがな文字の読み書きは小学校に

入学後に開始されるが，実態としては幼児期
にすでに習得した状態である子どもが多い
ために，実際の授業においても習得済みであ
ることを前提として展開される傾向がある。
そのような中で，文字の読み書きに困難を示
す児童において学習面でのつまずきから，自
信を失い，それが学習意欲の低下を引き起こ
しかねないものと推察される。したがって，
幼児期から学齢期へのスムースな移行的支
援が重要となるが，文字学習の背景となる認
知機能に着目した早期発見ツールの開発は
体系的に行われてこなかった。とりわけ，書
字困難事例の早期発見に関しては研究がほ
とんど進展していないのが現状であった。 
そこで，本研究では，ひらがな書字に困難

を示す子どもの認知的要因を精査し，早期発
見のマーカーを探ることを目的としている。
その結果を受け，書字障害を中心として早期
発見とその支援システムを考案し，学齢期に
向けたスムースな移行が図れる仕組みを検
討することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
（1）幼児期におけるひらがな書字習得に関
わる認知的要因 

 幼児期の年少から年長児を対象として，ひ
らがな書字の習得状況を調査するとともに，
あわせて書字の関与が推定される認知機能
検査（線引き，空間認知，図形模写，図形抽
出，動作系列記憶，空間位置記憶，形態記憶）
を実施した。また，書字障害は読み障害と深
く関与する部分もあることから，ひらがな読
み習得に関わる認知的要因（音節分解，音節
抽出，具体物呼称，単語逆唱，視空間認知）
についてもあわせて検討した。 
 
（2）書字遂行中の脳機能に関する研究 
健常成人を対象として，脳血流計測装置

（近赤外線分光装置: NIRS）を用いて，書字
に関連する運筆遂行中の前頭および側頭領
域における脳活動を検討した。検討した課題
は，①書字想起で高頻度に現れる空書行動の
う脳活動，②利き手と非利き手による運筆動
作に伴う脳活動の比較，③語想起による書字
表出の効果に関する脳科学的検証，④未習得
漢字の書字習得に伴う脳活動の変化，⑤視聴
覚の感覚統合に関わる脳内処理過程，などで
ある。 
 
（3）書字支援に関わる実践的研究 
 （1）の調査結果に基づいてひらがな書字
習得のアセスメントツールを開発し，実際に
小学校1年生で書字に困難さがみられる事例
に適用した。さらに，視覚－運動統合に問題
のみられるケースについては継続して学習
支援を実施した。さらに，小学校入学直後の
ひらがな書字指導に介入を行い，一斉授業の
中での教材開発を試みた。 
 
４．研究成果 
（1）ひらがな書字（読み）習得に関わる認
知的要因 
 ひらがな読み習得に関わる認知機能につ
いては，年中から年長へと発達するのに伴い，
その影響因子が変化することが明らかとな
った。すなわち，年中児においては音節分解
課題に代表されるような“音韻意識”が関与
しており，音節単位で音韻を認識できるよう
になることが重要であることが明らかとな
った。さらに，年長児になると，影響因子に
具体物呼称課題のような“音韻的再符号化能
力”の関与が推察され，音読において正確に
早く読む，いわゆる“呼称速度（流暢さ）”
の発達を促すことがひらがな読み習得に重
要であることが示唆された。 
 一方，ひらがな書字習得に関わる認知機能
については，線引き課題，空間認知課題，図
形模写課題との関連性が明らかとなり，視空
間認知能力や視覚運動統合能力がひらがな
書字に重要な役割を担っていることが示唆
された。したがって，上記の調査で用いられ
た課題成績から，線引きの運筆能力，点つな
ぎによる見本図描画，三角形模写が就学前の
児童に対するひらがな書字レディネスを評
価するツールとして有効であることが明ら



かとなった。 
 さらに，ひらがな書字の認知要因に関して
は，運筆を求めない視知覚課題を追加調査と
して実施し，空間位置記憶能力や形態記憶能
力も書字習得と関わっていることが明らか
となった。 
 
(2)書字に関わる脳機能 
健常成人を対象として書字動作時の脳活

動を NIRS により検討した。文字を想起し，
その文字をディスプレイ上に指で書字する
場合に，軌跡が現れる条件（書字）と現れな
い条件（空書）では前頭領域と運動関連領域
で顕著な脳血流の増大がみられたが，ディス
プレイ上に投影された文字を単になぞる条
件では運動関連領域にのみに活性化が認め
られた。このことから，空書は書字と似たよ
うな処理が脳内で行われるが，なぞり書きは
それらの処理と異なっていることが明らか
になった。 
 さらに，馴染みのない未知漢字を繰り返し
運筆練習することで既知漢字となった学習
前後の脳活動を比較したところ，両者に共通
して，運動制御，空間認知，音韻処理，形態
認知に関わる脳領域での活動が認められた。
また，学習後にはブローカ領域での活動が減
衰したことから，学習によって大まかな構成
要素に分割され，結果として音韻リハーサル
の負荷が少なくなったことを反映している
ものと推察された。 
 利き手と非利き手による運筆の違いは主
に前頭領域で現われ，非利き手での書字には
前頭領域に大きなリソースを必要とするこ
とが明らかとなった。一方，語想起に関して
は，発語よりも書字の方が負荷は少なく，書
字による語想起には限定された脳領域で効
率的な処理が行われていたものと推察され
た。 
 
（3）書字に支援を要する子どもに対する教
育的対応 
 視覚－運動統合に問題のみられたケース
を対象として，音読に関わる支援を実施した。
アセスメントの結果，視線定位に問題がみら
れたため，遊びの中で目標物に視線を合わせ
るような課題を繰り返し行った結果，効率的
な視覚探索が可能となり，学習への意欲が高
まることが明らかとなった。 
さらに，小学校 1年生で書字に困難さが疑

われる事例に対して，調査結果に基づいて開
発されたひらがな書字習得のアセスメント
ツールを適用したところ，空間認知や図形記
憶に問題はないものの，運筆技能面での遅れ
が推察された。その後，運筆面での支援を行
ったところ，ひらがな書字が可能となったこ
とから，アセスメントとして適用可能である
ことを実践的に検証した。 
また，小学校入学後の児童を対象として，

ひらがな書字の実態を調査するとともに，集
団指導で利用できる書字支援のための教材

開発を行った。調査の結果，多くの児童でひ
らがな書字が可能なものの，いわゆる自己流
で書字する子どもが多く，そのような児童に
対する支援方法として，空間認知を補う色つ
きマスの使用，運筆技能が未成熟な子どもに
は始点と終点を意識させながら書字する運
筆訓練など，小学校入門期における指導方法
の試案を策定した。 
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